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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 腕 時 計 の 表 示 機 構 （ １ ０ ０ ） で あ っ て 、 少 な く と も 、
　 －   １ つ の 指 示 器 部 材 （ １ １ ０ ） で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 （ １ １ ０  
） は 、 第 １ の 部 品 （ １ ０ ３ ） を 介 し て 第 １ の 回 転 軸 （ １ ０ １ ） の 周 り を 回 転 す る よ う に 取  
り 付 け ら れ 、 ま た 、 第 １ の 情 報 を 指 示 す る た め に 文 字 盤 （ １ ０ ５ ） に 対 し て 移 動 す る よ う  
に 構 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 （ １ １ ０ ） は 、 前 記 第 １ の 回 転 軸 （ １ ０ １  
） と 交 差 し 、 か つ 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 （ １ １ ０ ） に 沿 っ て 縦 方 向 に 延 び て  
い る 第 ２ の 回 転 軸 （ １ ０ ２ ） の 周 り を 回 転 す る よ う に 取 り 付 け ら れ 、 ま た 、 少 な く と も １  
つ の 第 ２ の 情 報 を 指 示 す る た め に 、 第 ２ の 部 品 （ １ ０ ４ ） を 介 し て 前 記 第 ２ の 回 転 軸 （ １  
０ ２ ） の 周 り を 回 転 す る よ う に 取 り 付 け ら れ た 少 な く と も １ つ の 回 転 要 素 （ １ １ １ ） を 備  
え る 、 １ つ の 指 示 器 部 材 （ １ １ ０ ） と 、
　 －   つ り 合 い お も り （ １ ０ ９ ） で あ っ て 、 前 記 つ り 合 い お も り （ １ ０ ９ ） は 、 前 記 第 １  
の 部 品 （ １ ０ ３ ） を 介 し て 第 １ の 回 転 軸 （ １ ０ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 回 転 軸 （ １ ０ ２ ） の 周  
り を 回 転 す る よ う に 取 り 付 け ら れ 、 ま た 前 記 １ つ の 指 示 器 部 材 （ １ １ ０ ） と 一 直 線 上 に な  
る よ う に 配 置 さ れ た つ り 合 い お も り （ １ ０ ９ ） と 、
　 －   駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ （ １ ２ ０ ） で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ の 駆 動 部 材 ア セ ン ブ  
リ は 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の 駆 動 部 材 （ １ ２ １ ） お よ び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 駆 動 部  
材 （ １ ２ ２ ） を 備 え 、 前 記 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 駆 動 部 材 （ １ ２ ２ ） は 、 前 記 少 な く と  
も １ つ の 回 転 要 素 （ １ １ １ ） の 上 お よ び ／ ま た は 中 に 配 置 さ れ 、 ま た 、 前 記 少 な く と も １  
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つ の 第 １ の 駆 動 部 材 （ １ ２ １ ） に よ っ て 駆 動 さ れ る 、 駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ （ １ ２ ０ ） と
　 を 備 え 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 （ １ １ ０ ） が 前 記 第 １ の 回 転 軸 （ １ ０ １ ） の 周 り を 回  
転 可 能 で あ る 場 合 、 お よ び ／ ま た は
　 前 記 少 な く と も １ つ の 第 １ の 駆 動 部 材 （ １ ２ １ ） が 前 記 第 １ の 回 転 軸 （ １ ０ １ ） の 周 り  
を 回 転 可 能 で あ る 場 合 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 第 １ の 駆 動 部 材 （ １ ２ １ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 駆 動  
部 材 （ １ ２ ２ ） を 介 し た 回 転 運 動 で 前 記 少 な く と も １ つ の 回 転 要 素 （ １ １ １ ） を 駆 動 す る  
よ う に 前 記 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 駆 動 部 材 （ １ ２ ２ ） と 協 同 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 （ １ １ ０ ） は 、 秒 針 （ １ ０ ６ ） 、 長 針 （ １ ０ ７ ） ま た  
は 短 針 （ １ ０ ８ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 表 示 機 構 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 部 品 （ １ ０ ３ ） は 胴 で あ り 、 お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 部 品 （ １ ０ ４ ） は 前  
記 第 ２ の 回 転 軸 （ １ ０ ２ ） で あ り 、 ま た 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 （ １ １ ０ ） に  
沿 っ て 縦 方 向 に 延 び て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 機 構 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ （ １ ２ ０ ） は 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の 歯 車  
部 材 お よ び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 歯 車 部 材 を 備 え る 少 な く と も １ つ の 歯 車 ア セ ン ブ リ 、  
少 な く と も １ つ の 第 １ の マ イ ク ロ － ベ ア リ ン グ お よ び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の マ イ ク ロ －  
ベ ア リ ン グ を 備 え る 少 な く と も １ つ の マ イ ク ロ － ベ ア リ ン グ ・ ア セ ン ブ リ 、 な ら び に ／ ま  
た は 少 な く と も １ つ の 第 １ の ベ ア リ ン グ お よ び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の ベ ア リ ン グ を 備 え  
る 少 な く と も １ つ の ベ ア リ ン グ ・ ア セ ン ブ リ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の 表 示 機 構 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 回 転 要 素 （ １ １ １ ） は 、 秒 針 （ １ ０ ６ ） の つ り 合 い お も り （ １ ０  
９ ） 、 長 針 （ １ ０ ７ ） の つ り 合 い お も り （ １ ０ ９ ） 、 ま た は 短 針 （ １ ０ ８ ） の つ り 合 い お  
も り （ １ ０ ９ ） の 上 に 置 く こ と が で き 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 （ １ １ ０ ） は 、  
前 記 秒 針 、 前 記 長 針 ま た は 前 記 短 針 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 表 示 機  
構 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の 回 転 軸 （ １ ０ ２ ） は 前 記 文 字 盤 （ １ ０ ５ ） と 並 行 な 平 面 上 に あ り 、 ま た 、 前  
記 第 １ の 回 転 軸 （ １ ０ １ ） は 、 前 記 第 ２ の 回 転 軸 （ １ ０ ２ ） と は 異 な る 平 面 に 存 在 す る 、  
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 表 示 機 構 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ （ １ ２ ０ ） は 、 万 能 継 手 お よ び 少 な く と も １  
つ の 第 ３ の 駆 動 部 材 （ １ ２ ３ ） を 備 え 、 前 記 少 な く と も １ つ の 第 ３ の 駆 動 部 材 （ １ ２ ３ ）  
は 、 前 記 第 １ の 回 転 軸 （ １ ０ １ ） の 周 り で 前 記 秒 針 、 前 記 長 針 ま た は 前 記 短 針 を 駆 動 す る  
た め に 前 記 回 転 要 素 （ １ １ １ ） の 端 部 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 機 構 （ １ ０ ０  
） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 の 技 術 分 野 は 時 計 学 の 技 術 分 野 で あ り 、 よ り 正 確 に は 表 示 機 構 の 技 術 分 野 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 表 示 機 構 は 、 平 面 内 に 、 お よ び ／ ま た は 自 由 軸 に 沿 っ て 含 ま れ て い る 、 ユ ー ザ に 提 供 さ  
れ る 情 報 の 制 限 を も た ら す ム ー ブ メ ン ト を 有 す る 従 来 技 術 で 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 実 際 、 と り わ け 月 の 相 、 日 付 お よ び ／ ま た は 時 刻 の 指 示 と は 別 に 、 他 の 指 示 ま た は 情 報  
を 指 示 器 、 こ の 場 合 は 針 に よ っ て 同 時 に ユ ー ザ に 提 供 す る こ と は で き な い 。 言 い 換 え る と  
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、 指 示 器 は 、 ２ つ の 情 報 を 同 時 に 与 え る こ と は で き な い 。
【 発 明 の 概 要 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 と り わ け 腕 時 計 の た め の 、 好 ま し く は 腕 時 計 の 表 示 機 構 を 介 し て こ れ ら の 欠  
点 を 完 全 に 、 あ る い は 部 分 的 に 克 服 す る こ と を 提 案 し 、 前 記 表 示 機 構 は 、 少 な く と も 、
　 －   １ つ の 指 示 器 部 材 で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 は 、 第 １ の 部 品 を 介  
し て 第 １ の 回 転 軸 の 周 り を 回 転 す る よ う に 取 り 付 け ら れ 、 ま た 、 第 １ の 情 報 を 指 示 す る た  
め に 文 字 盤 に 対 し て 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 は 、 前 記  
第 １ の 回 転 軸 と 交 差 し 、 か つ 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 に 沿 っ て 縦 方 向 に 延 び て  
い る 第 ２ の 回 転 軸 の 周 り を 回 転 す る よ う に 取 り 付 け ら れ 、 ま た 、 第 ２ の 情 報 を 指 示 す る た  
め に 、 第 ２ の 部 品 を 介 し て 前 記 第 ２ の 回 転 軸 の 周 り を 回 転 す る よ う に 取 り 付 け ら れ た 少 な  
く と も １ つ の 回 転 要 素 を 備 え る 、 １ つ の 指 示 器 部 材 と 、
　 －   １ つ の 駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ の 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 少  
な く と も １ つ の 第 １ の 駆 動 部 材 お よ び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 駆 動 部 材 を 備 え 、 前 記 少 な  
く と も １ つ の 第 ２ の 駆 動 部 材 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 回 転 要 素 の 上 お よ び ／ ま た は 中 に  
配 置 さ れ 、 ま た 、 前 記 少 な く と も １ つ の 第 １ の 駆 動 部 材 に よ っ て 駆 動 さ れ る 、 １ つ の 駆 動  
部 材 ア セ ン ブ リ と
　 を 備 え 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 が 前 記 第 １ の 回 転 軸 の 周 り を 回 転 可 能 で あ る 場 合 、 お  
よ び ／ ま た は
　 前 記 少 な く と も １ つ の 駆 動 部 材 が 前 記 第 １ の 回 転 軸 の 周 り を 回 転 可 能 で あ る 場 合 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 第 １ の 駆 動 部 材 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 駆 動 部 材 を 介 し  
た 回 転 運 動 で 前 記 少 な く と も １ つ の 回 転 要 素 を 駆 動 す る よ う に 前 記 少 な く と も １ つ の 第 ２  
の 駆 動 部 材 と 協 同 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 構 造 に よ れ ば 、 指 示 器 は 、 秒 針 、 長 針 ま た は 短 針 の 前 記 文 字 盤 の ２ つ の 個 別 の 軸 の  
周 り を 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 言 い 換 え る と 、 前 記 少 な く と も １ つ の 第 １ の 駆 動 部 材 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 文 字 盤 、 秒 針 、  
長 針 ま た は 短 針 と 一 体 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 構 造 に よ れ ば 、 針 が 第 １ の 軸 の 周 り を 移 動 可 能 で あ る 場 合 、 文 字 盤 、 詳 細 に は 目 盛  
り の 上 方 の 回 転 要 素 、 秒 針 、 長 針 ま た は 短 針 は 、 第 ２ の 軸 の 周 り を 回 転 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 第 １ の 部 品 は 胴 で あ り 、 お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 部 品 は 第  
２ の 回 転 軸 で あ り 、 ま た 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 に 沿 っ て 縦 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 造 に よ れ ば 、 針 は 、 胴 を 介 し て 第 １ の 軸 の 周 り を 移 動 す る こ と が で き 、 お よ び ／  
ま た は 前 記 第 ２ の 部 品 は 回 転 要 素 を 支 持 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 少 な く と も １ つ の 駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ は 、 少 な く と も １ つ の  
第 １ の 歯 車 部 材 お よ び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 歯 車 部 材 を 備 え る 少 な く と も １ つ の 歯 車 ア  
セ ン ブ リ 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の マ イ ク ロ － ベ ア リ ン グ お よ び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の  
マ イ ク ロ － ベ ア リ ン グ を 備 え る 少 な く と も １ つ の マ イ ク ロ － ベ ア リ ン グ ・ ア セ ン ブ リ 、 な  
ら び に ／ ま た は 少 な く と も １ つ の 第 １ の ベ ア リ ン グ お よ び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の ベ ア リ  
ン グ を 備 え る 少 な く と も １ つ の ベ ア リ ン グ ・ ア セ ン ブ リ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 少 な く と も １ つ の 回 転 要 素 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器  
部 材 の つ り 合 い お も り 、 秒 針 の つ り 合 い お も り 、 長 針 の つ り 合 い お も り 、 ま た は 短 針 の つ  
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り 合 い お も り で あ り 、 ま た 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 は 、 秒 針 の ボ デ ィ ー 、 長 針  
の ボ デ ィ ー ま た は 短 針 の ボ デ ィ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 構 造 に よ れ ば 、 指 示 器 部 材 の つ り 合 い お も り は 、 ２ つ の 個 別 の 軸 の 周 り を 回 転 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 は 、 秒 針 、 長 針 ま た は 短 針 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 第 ２ の 回 転 軸 は 前 記 文 字 盤 と 共 面 で あ り 、 ま た 、 前 記 第 １ の  
回 転 軸 は 、 前 記 第 ２ の 回 転 軸 と は 異 な る 平 面 に 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 第 ２ の 回 転 軸 は 前 記 第 １ の 回 転 軸 に 対 し て 直 角 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 少 な く と も １ つ の 駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ は 、 万 能 継 手 お よ び 少  
な く と も １ つ の 第 ３ の 駆 動 部 材 を 備 え 、 前 記 少 な く と も １ つ の 第 ３ の 駆 動 部 材 は 、 第 １ の  
回 転 軸 の 周 り で 前 記 秒 針 、 前 記 長 針 ま た は 前 記 短 針 を 駆 動 す る た め に 前 記 回 転 要 素 の 端 部  
に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 で 言 及 し た 実 施 形 態 お よ び 変 形 態 様 は 、 独 立 し た 技 術 的 組 合 せ 、 ま た は 任 意 の 可 能 な  
技 術 的 組 合 せ を 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 単 な る 非 限 定 の 例 に よ っ て 与 え ら れ 、 ま た 、 全 く 同 じ 参 照 符 号 は 構 造 的 お よ  
び ／ ま た は 機 能 的 に 全 く 同 じ か 、 あ る い は 同 様 の 要 素 に 対 応 す る 添 付 の 図 を 参 照 し て な さ  
れ る 以 下 の 説 明 に 照 ら し て 明 確 に 理 解 さ れ 、 ま た 、 本 発 明 の 利 点 が 同 じ く 明 ら か に な る で  
あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 、 一 例 と し て 与 え ら れ た 、 全 く 非 限 定 の 添 付 の 図 面 を 使 用 し て よ  
り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 一 実 施 形 態 に よ る 腕 時 計 の 表 示 機 構 を 備 え る 腕 時 計 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 実 施 形 態 に よ る 腕 時 計 の 表 示 機 構 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 一 実 施 形 態 に よ る 機 構 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 一 実 施 形 態 に よ る 表 示 機 構 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ Ａ は 、 一 実 施 形 態 に よ る 、 万 能 継 手 を 有 す る 腕 時 計 の 表 示 機 構 の 拡 大 図 で あ  
る 。 図 ５ Ｂ は 、 一 実 施 形 態 に よ る 、 万 能 継 手 を 有 す る 腕 時 計 の 表 示 機 構 の 図 で あ る 。 図 ５  
Ｃ は 、 一 実 施 形 態 に よ る 、 万 能 継 手 を 有 す る 腕 時 計 の 表 示 機 構 の 拡 大 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る 本 発 明 は 、 腕 時 計 の た め の 表 示 機 構 １ ０ ０ で あ り 、 よ り 厳 密 に は 腕  
時 計 の 表 示 機 構 １ ０ ０ の 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ か ら 分 か る よ う に 、 こ の 表 示 機 構 １ ０ ０ は 、 少 な く と も １ つ の 指 示 器 部 材 １ １ ０ お  
よ び 少 な く と も １ つ の 駆 動 機 構 ア セ ン ブ リ １ ２ ０ を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 指 示 器 部 材 １ １ ０ は 、 図 ２ か ら 分 か る よ う に こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 胴 １ ０ ３ と し て 作  
用 す る こ と が で き る 第 １ の 部 品 １ ０ ３ を 介 し て 第 １ の 回 転 軸 １ ０ １ の 周 り を 回 転 す る よ う  
に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 こ の 第 １ の 部 品 １ ０ ３ す な わ ち こ の 胴 は 、 目 盛 り に 対 し て 移 動 し 、 好 ま し く は 例 え ば 月  
の 相 、 日 付 お よ び ／ ま た は 時 刻 を 表 す 目 盛 り 、 言 い 換 え る と 、 時 間 、 分 お よ び 秒 を 表 す 目  
盛 り 、 あ る い は １ ０ ０ 分 の １ 秒 ま た は 秒 の 他 の 分 割 な ど の 秒 の も っ と 小 さ い 任 意 の 目 盛 り  
を 表 す こ と が で き る 文 字 盤 １ ０ ５ に 対 し て 移 動 す る 。 さ ら に 、 こ の 目 盛 り は 、 ぜ ん ま い の  
稼 働 残 量 、 回 転 速 度 計 、 曜 日 、 月 名 、 黄 道 帯 １ ２ 宮 、 温 度 、 圧 力 、 高 度 、 深 さ 、 天 気 予 報  
、 時 間 帯 ま た は ユ ー ザ に 関 連 す る 任 意 の 他 の 指 示 を 表 す こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 指 示 器 部 材 １ １ ０ は 、 第 ２ の 回 転 軸 １ ０ ２ の 周 り を 回 転 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 第  
２ の 回 転 軸 １ ０ ２ は 、 第 １ の 回 転 軸 １ ０ １ と 交 差 す る こ と が で き 、 お よ び ／ ま た は 第 １ の  
回 転 軸 １ ０ １ に 対 し て 直 角 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 こ の 第 ２ の 回 転  
軸 １ ０ ２ は 、 目 盛 り す な わ ち 文 字 盤 １ ０ ５ と 共 面 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 第 １ の 回 転 軸 １  
０ １ は 、 第 ２ の 回 転 軸 １ ０ ２ の 平 面 と は 異 な る 平 面 に 存 在 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 第 ２ の 回 転 軸 １ ０ ２ は 、 指 示 器 部 材 １ １ ０ に 沿 っ て 縦 方 向 に 延 び て お り 、 ま た 、 指  
示 器 部 材 １ １ ０ に 沿 っ て 縦 方 向 に 延 び て い る 第 ２ の 部 品 １ ０ ４ に よ っ て 物 質 化 す る こ と が  
で き る 。 ま た 、 指 示 器 部 材 １ １ ０ は 、 第 ２ の 部 品 １ ０ ４ を 介 し て 第 ２ の 回 転 軸 １ ０ ２ の 周  
り を 回 転 す る よ う に 取 り 付 け る こ と が で き る 回 転 要 素 １ １ １ か ら 構 成 す る こ と も 可 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 で 言 及 し た よ う に 、 表 示 機 構 は 駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ １ ２ ０ を 同 じ く 備 え る こ と も 可 能  
で あ る 。 こ の 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 図 ２ 乃 至 図 ５ Ａ 、 図 ５ Ｂ お よ び 図 ５ Ｃ か ら 分 か る よ う に  
第 １ の 駆 動 部 材 １ ２ １ お よ び 第 ２ の 駆 動 部 材 １ ２ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ２ の 駆 動 部 材 １ ２ ２ は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 回 転 要 素 １ １ １ の 上 お よ び ／ ま た は 中  
に 配 置 す る こ と が で き 、 ま た 、 第 １ の 駆 動 部 材 １ ２ １ に よ っ て 駆 動 す る こ と が で き る 。 後  
者 、 言 い 換 え る と 第 １ の 駆 動 部 材 １ ２ １ は 、 第 ２ の 回 転 軸 １ ０ ２ の 周 り の 回 転 運 動 で 回 転  
要 素 １ １ １ を 駆 動 す る よ う に 第 ２ の 駆 動 部 材 １ ２ ２ と 協 同 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 際 、 図 ２ に お け る 機 構 の 図 お よ び 図 ３ の 拡 大 図 は 、 指 示 器 部 材 １ １ ０ は 前 記 第 １ の 回  
転 軸 １ ０ １ の 周 り を 回 転 す る こ と が で き 、 第 ２ の 駆 動 部 材 １ ２ ２ は 、 指 示 器 部 材 １ １ ０ が  
第 １ の 回 転 軸 １ ０ １ の 周 り を 回 転 す る こ と が で き る 場 合 、 回 転 要 素 １ １ １ を 第 ２ の 回 転 軸  
１ ０ ２ の 周 り に 回 転 さ せ る 第 １ の 駆 動 部 材 １ ２ １ に よ っ て か み 合 わ せ る こ と が で き る こ と  
を 明 確 に 示 し て い る 。 し た が っ て 回 転 要 素 １ １ １ は 、 指 示 器 部 材 １ １ ０ が 第 １ の 回 転 軸 １  
０ １ の 周 り を 回 転 す る と 、 そ れ に 応 じ て 徐 々 に 現 れ る こ と に な る 情 報 を 備 え る こ と が で き  
る 。 ま た 、 回 転 要 素 １ １ １ は 、 第 ２ の 情 報 を 備 え る 対 象 、 彫 刻 お よ び ／ ま た は 対 象 の ミ ニ  
チ ュ ア を 同 じ く 表 す こ と も 可 能 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。 し た が っ て 文 字 盤 の 針 、 言 い  
換 え る と 目 盛 り を 有 す る 文 字 盤 に 属 す る 針 ま た は 指 示 は 、 ２ つ の 極 め て 異 な る 軸 の 周 り を  
回 転 す る こ と が で き 、 ま た 、 同 様 に 明 ら か に 異 な る ２ つ の 情 報 を 指 示 す る 。 図 ４ に 示 さ れ  
て い る 横 断 面 図 は 、 第 １ の 駆 動 部 材 １ ２ １ お よ び 第 ２ の 駆 動 部 材 １ ２ ２ の 位 置 の 例 を 示 し  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し た が っ て 第 ２ の 回 転 軸 １ ０ ２ の 周 り の 回 転 要 素 １ １ １ の 速 度 は 、 一 方 で は 第 １ の 駆 動  
部 材 １ ２ １ お よ び 第 ２ の 駆 動 部 材 １ ２ ２ の 位 置 に よ っ て 決 定 す る こ と が で き 、 ま た 、 他 方  
で は 比 率 、 例 え ば 第 １ の 駆 動 部 材 １ ２ １ と 第 ２ の 駆 動 部 材 １ ２ ２ の 間 の ギ ヤ リ ン グ に よ っ  
て 決 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 指 示 器 部 材 １ １ ０ が 秒 針 １ ０ ６ 、 長 針 １ ０ ７ ま た は 短 針  
１ ０ ８ で あ る か ど う か に 応 じ て 、 第 １ の 駆 動 部 材 １ ２ １ は 、 上 で 言 及 し た よ う に 文 字 盤 １  
０ ５ の 目 盛 り 、 秒 針 １ ０ ６ 、 長 針 １ ０ ７ ま た は 短 針 １ ０ ８ と 一 体 で あ っ て も よ く 、 お よ び  
／ ま た は 第 ２ の 駆 動 部 材 １ ２ ２ は 、 短 針 １ ０ ８ 、 長 針 １ ０ ７ ま た は 秒 針 １ ０ ６ と 一 体 で あ  
っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 回 転 要 素 を 置 く こ と が で き る 場 所 に 応 じ て 、 指 示 器 部 材 １ １ ０ が そ れ ぞ れ 秒 針  
１ ０ ６ 、 長 針 １ ０ ７ ま た は 短 針 １ ０ ８ で あ る 場 合 、 秒 針 １ ０ ６ 、 長 針 １ ０ ７ ま た は 短 針 １  
０ ８ の 重 量 に よ っ て 生 成 さ れ る 不 平 衡 と つ り 合 い を 取 る た め に つ り 合 い お も り １ ０ ９ が 必  
要 に な り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 回 転 要 素 は 、 秒 針 １ ０ ６ の つ り 合 い お も り １ ０ ９ の 上 、 長 針 １ ０  
７ の つ り 合 い お も り １ ０ ９ の 上 、 ま た は 短 針 １ ０ ８ の つ り 合 い お も り １ ０ ９ の 上 に 置 く こ  
と が で き る 。 し た が っ て 針 の つ り 合 い お も り １ ０ ９ は 、 第 １ の 回 転 軸 １ ０ １ の 周 り お よ び  
第 ２ の 回 転 軸 １ ０ ２ の 周 り を 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 で 言 及 し た 駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ １ ２ ０ は 、 第 １ の 歯 車 部 材 １ ２ １ お よ び 第 ２ の 歯 車 部  
材 １ ２ ２ を 備 え る 歯 車 ア セ ン ブ リ 、 第 １ の マ イ ク ロ － ベ ア リ ン グ お よ び 第 ２ の マ イ ク ロ －  
ベ ア リ ン グ を 備 え る マ イ ク ロ － ベ ア リ ン グ ・ ア セ ン ブ リ 、 な ら び に ／ ま た は 第 １ の ベ ア リ  
ン グ お よ び 第 ２ の ベ ア リ ン グ を 備 え る ベ ア リ ン グ ・ ア セ ン ブ リ の 形 態 で あ っ て も よ い 。 特  
定 の 実 施 形 態 で は 、 駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ １ ２ ０ は 、 図 ５ Ａ 、 図 ５ Ｂ お よ び 図 ５ Ｃ に 示 さ れ  
て い る よ う に 万 能 継 手 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 場 合 、 上 の 段 落 と は 対 照 的 に 、 第 １ の 回 転 軸 １ ０ １ の 周 り を 回 転 す る こ と が で き る  
の は 、 指 示 器 部 材 １ １ ０ で は な く 、 第 １ の 駆 動 部 材 １ ２ １ で あ る 。 実 際 、 万 能 継 手 の 第 １  
の 部 品 １ ０ ３ が 第 １ の 回 転 軸 １ ０ １ の 周 り を 回 転 す る と 、 第 ２ の 部 品 １ ０ ４ 、 言 い 換 え る  
と 回 転 要 素 １ １ １ は 、 第 １ の 回 転 軸 １ ０ １ の 周 り を 回 転 す る こ と な く 、 第 ２ の 回 転 軸 １ ０  
２ の 周 り を 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ は 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 万 能 継 手 が 第 ２ の 回 転 軸 １ ０ ２ の 周  
り に 回 転 要 素 １ １ １ を 回 転 さ せ て い る 間 、 前 記 秒 針 １ ０ ６ 、 前 記 長 針 １ ０ ７ ま た は 前 記 短  
針 １ ０ ８ を 第 １ の 回 転 軸 １ ０ １ の 周 り に 駆 動 す る た め に 、 図 ５ Ａ か ら 分 か る よ う に 例 え ば  
回 転 要 素 １ １ １ の 端 部 に 配 置 す る こ と が で き る 少 な く と も 第 ３ の 駆 動 部 材 １ ２ ３ を 同 じ く  
備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 言 い 換 え る と 、 回 転 要 素 １ １ １ は 第 ２ の 回 転 軸 １ ０ ２ の 周 り の み を 移 動 す る 。 追 加 運 動  
を 有 す る こ と が 望 ま し い 場 合 、 第 １ の 駆 動 部 材 １ ２ １ が 第 １ の 回 転 軸 １ ０ １ の 周 り を 回 転  
す る こ と が で き る 場 合 に 、 第 ２ の 駆 動 部 材 １ ２ ２ 、 お よ び そ の 延 長 線 上 で 考 え る と 、 一 実  
施 形 態 に よ れ ば 回 転 要 素 １ １ １ は 、 第 ２ の 回 転 軸 １ ０ ２ の 周 り を 回 転 し 、 ま た 、 第 ３ の 駆  
動 部 材 １ ２ ３ は 、 第 １ の 回 転 軸 １ ０ １ の 周 り に 回 転 要 素 １ １ １ を 回 転 さ せ る よ う 、 少 な く  
と も 第 ３ の 駆 動 部 材 １ ２ ３ を 追 加 す る こ と が 必 要 で あ り 得 る 。 し た が っ て 回 転 要 素 １ １ １  
は 、 指 示 器 部 材 １ １ ０ が 第 １ の 回 転 軸 １ ０ １ の 周 り を 回 転 し 、 第 １ の 情 報 を 指 示 す る と 、  
そ れ に 応 じ て 徐 々 に 現 れ る こ と に な る 第 ２ の 情 報 を 備 え る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ ０ ０   表 示 機 構
　 １ ０ １   第 １ の 回 転 軸
　 １ ０ ２   第 ２ の 回 転 軸
　 １ ０ ３   胴 （ 第 １ の 部 品 ）
　 １ ０ ４   第 ２ の 部 品
　 １ ０ ５   文 字 盤
　 １ ０ ６   秒 針
　 １ ０ ７   長 針
　 １ ０ ８   短 針
　 １ ０ ９   つ り 合 い お も り
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　 １ １ ０   指 示 器 部 材
　 １ １ １   回 転 要 素
　 １ ２ ０   駆 動 機 構 ア セ ン ブ リ （ 駆 動 部 材 ア セ ン ブ リ ）
　 １ ２ １   第 １ の 駆 動 部 材 （ 第 １ の 歯 車 部 材 ）
　 １ ２ ２   第 ２ の 駆 動 部 材 （ 第 ２ の 歯 車 部 材 ）
　 １ ２ ３   第 ３ の 駆 動 部 材
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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